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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公開番号】特開2011-212484(P2011-212484A)
【公開日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-043
【出願番号】特願2011-168819(P2011-168819)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２５Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月13日(2012.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球を用いて所定の遊技を行うことが可能であり、各々を識別可能な複数種類の識別
情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する可変表示手段を備え、該可変表示手段に特
定表示結果が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特定遊技状態に移行させる遊技
機であって、
　遊技球が進入可能な開放状態と遊技球が進入不可能な閉鎖状態とに変化可能な可変入賞
装置と、
　前記特定遊技状態に移行させるときに前記可変入賞装置を閉鎖状態から開放状態に変化
させる可変入賞装置制御手段と、
　前記可変入賞装置に進入した遊技球を検出して入賞検出信号を出力する入賞検出手段と
、
　前記可変入賞装置制御手段によって前記可変入賞装置が開放状態に制御されていないと
きに、前記入賞検出手段が前記入賞検出信号を出力したことにもとづいて、異常入賞が発
生したと判定する異常入賞判定手段と、
　前記異常入賞判定手段によって前記異常入賞が発生したと判定されたことにもとづいて
、前記異常入賞が発生したことを示す異常報知を実行する異常報知手段と、
　遊技機への電力供給が停止していても記憶内容を所定期間保持可能なバックアップ記憶
手段と、
　遊技機への電力供給が開始されたときに、前記バックアップ記憶手段が記憶する記憶内
容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段と、
　前記初期化処理が実行されたことを示す初期化報知を実行する初期化報知手段とを備え
、
　前記異常報知手段は、
　前記初期化報知手段による前記初期化報知が終了した後に前記異常報知を実行可能であ
るとともに、
　識別情報の可変表示を実行しているときにも前記異常報知を実行可能である
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　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、異常入賞が発生したことを認識させることができる遊技機を提供することを
目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明による遊技機は、遊技球を用いて所定の遊技を行うことが可能であり、各々を識
別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する可変表示手段を備
え、該可変表示手段に特定表示結果が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特定遊
技状態に移行させる遊技機であって、遊技球が進入可能な開放状態と遊技球が進入不可能
な閉鎖状態とに変化可能な可変入賞装置（例えば、特別可変入賞球装置２０、可変入賞球
装置１５）と、特定遊技状態に移行させるときに可変入賞装置を閉鎖状態から開放状態に
変化させる可変入賞装置制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０にお
けるステップＳ１４７６を実行する部分。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけ
るステップＳ４１７１を実行して可変入賞球装置１５を開放状態に制御する部分）と、可
変入賞装置に進入した遊技球を検出して入賞検出信号を出力する入賞検出手段（例えば、
カウントスイッチ２３、第２始動口スイッチ１４ａ）と、可変入賞装置制御手段によって
可変入賞装置が開放状態に制御されていないときに、入賞検出手段が入賞検出信号を出力
したことにもとづいて、異常入賞が発生したと判定する異常入賞判定手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２５５～Ｓ２５９，Ｓ２６３を実
行する部分。ステップＳ２６７～Ｓ２７１，Ｓ２７５を実行する部分）と、異常入賞判定
手段によって異常入賞が発生したと判定されたことにもとづいて、異常入賞が発生したこ
とを示す異常報知を実行する異常報知手段と、遊技機への電力供給が停止していても記憶
内容を所定期間保持可能なバックアップ記憶手段と、遊技機への電力供給が開始されたと
きに、バックアップ記憶手段が記憶する記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期
化手段と、初期化処理が実行されたことを示す初期化報知を実行する初期化報知手段とを
備え、異常報知手段は、初期化報知手段による初期化報知が終了した後に異常報知を実行
可能であるとともに、識別情報の可変表示を実行しているときにも異常報知を実行可能で
あることを特徴とする。
　そのような構成により、異常入賞が発生したことを認識させることができる。
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